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 すいせい
水生こん

ちゅう

虫は、
みず

水がなくなったら
し

死んでしまうの 

●
すこ

少しの
あいだ

間なら、
へ い き

平気な
むし

虫もいる 

 
すいせい

水生こん
ちゅう

虫には、トンボやホタルのように
ようちゅうじだい

幼虫時代だけ
すいちゅう

水中にいるものと、
せいちゅう

成虫にな

っても
すいちゅう

水中でくらすものがいます。 

 
すいちゅう

水中でくらすこん
ちゅう

虫は、みんな、もとは
くうきちゅう

空気中で
せいかつ

生活していたものが、
すいちゅう

水中でくらす

ようになったものです。そのため、
せいちゅう

成虫は、
すいちゅう

水中で
いき

息ができる、えらをもっていません。

そこで、ゲンゴロウのようにおしりに
く う き

空気のあわをつけて
すいちゅう

水中にもぐったり、ミズカマキ

リのように、
からだ

体の
い ち ぶ

一部を
すいめん

水面に
だ

出して、
いき

息をしています。ですから、
すいちゅう

水中でなくても、
こきゅう

呼吸

をするのには、こまりません。 

●
はね

羽があるものは、
みず

水のある
ところ

所へにげ
だ

出す  

 でも、ゲンゴロウは、おしりの
く う き

空気のあわに、
すいちゅう

水中の
さ ん そ

酸素も、とかして
り よ う

利用しています。
なが

長い
じ か ん

時間、
み ず け

水気のない
ところ

所でくらすのは
に が て

苦手といえます。また、
すいちゅう

水中や
すいめん

水面で、えさをとら

える
せいかつ

生活にあった
からだ

体のしくみになっているため、
みず

水のない
ところ

所でくらすのは、むずかしいで

しょう。
はね

羽があって
と

飛べる
すいせい

水生こん
ちゅう

虫は、
みず

水がなくなれば、
くうちゅう

空中を
と

飛んで、
みず

水のある
ところ

所へ
ひ

引っこしてしまいます。 

●
し

死ぬものもいる 

 トンボやホタルの
ようちゅう

幼虫や、
せいちゅう

成虫も
すいちゅう

水中でくらす
むし

虫の
ようちゅう

幼虫は、えらをもつものも
おお

多く、
みず

水の
なか

中でえさをとらえて
せいちょう

成長します。そのため、
みず

水がなくなれば、すぐ
し

死んでしまいます。
すいせい

水生こん
ちゅう

虫の
たまご

卵も、
う

羽
か

化したら、
ようちゅう

幼虫が
すいちゅう

水中にすぐ
で

出られるように、
う

産みつけられてい

るので、
みず

水がなければ
し

死んでしまいます。（監修・中山 周平） 

 

 


